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　当協会では、産業廃棄物処理業界で働く者として知っておくべき、関係法令の知識、業界の
現状等に関する知識の習得を目指すとともに、廃棄物処理法をはじめ、委託契約やマニフェスト
運用等の産業廃棄物の適正管理についての知識を再確認し、スキルアップを目的とした研修会
を開催しております。
　今年度も２日間コースで、１日目を基礎知識確認編として、復習を兼ねた内容で解説をしてい
ただき、２日目は、実際の不適正処理の事例から誰がどんな罰則を受けたのかなどを各グループ
で考え発表するなど、実践的な内容での開催となりました。
　参加された30名の方々は、長岡講師の話に熱心に耳を傾け、グループワークにも積極的に
取り組んでいました。

【プログラム】
開催日時 　１日目　令和３年11月16日（火）13：30 ～ 16：30
　　　　　２日目　令和３年11月17日（水）10：30 ～ 14：30
開催会場 　（公財）福岡県中小企業振興センター　４階「401会議室」
参加者数 　30名（申込者数：46名）
講　　師 　ＢＵＮ環境課題研修事務所　主宰　長岡　文明　氏
アンケート結果から（抜粋）

◦グループワークで行った課題のように、実践的な内容があったのがよかった。
◦ 事例がたくさんあり、とてもわかりやすい。法の矛盾もおもしろい。許可の区分もよくわ

かった。
◦長岡先生の話が面白かった。
◦長岡先生の講習はいつもわかりやすく工夫がされていると思った。

研修会の様子

「産業廃棄物ステップアップ研修会」
を開催しました
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　昨今、リチウムイオン電池を起因とする廃棄物処理施設での発火事故が急増している状況を鑑

み、下記の内容にて研修会を実施しました。

　研修会当日は、これまでのリチウムイオン電池の発火事故状況や今後求められる対策を中心に

解説いただきました。

　参加された方々は、講師の話に熱心に耳を傾け、意欲的に取り組んでいました。

【プログラム】
開催日時 　令和３年11月30日（火）14：00 ～ 16：00
開催会場 　（公財）福岡県中小企業振興センター　４階「401会議室」
参加者数 　40名（申込者数：53名）
講　　師 　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　プラスチック事業部　清水　健太郎　氏

アンケート結果から（抜粋）

◦事例と現場の実態がきけて良かった。

◦電池発火の原因が認識不足だったため、勉強になった。

◦バッテリー発火の危険性が理解できました。

◦ ビジネスチャンスが増えるとともに、リスク増加が懸念されるとの先を見据えた説明が良

かった。

◦先生のお話がとても興味深く、面白かったです。

◦ 発火防止の対策での設備以外の取組事例が知りたい。排出時の注意等…運搬、受入、選別

や処理ごとにあったら嬉しい。

研修会風景

「リチウムイオン電池発火防止対策研修会」
を開催しました
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　当協会では、建設系産業廃棄物を取り扱う企業の担当者にとって産業廃棄物やその処理委託
に関する法令の知識が、各社でコンプライアンスを進める上で必要不可欠となっている状況に鑑
み、廃棄物処理法をはじめ、法改正に伴う廃棄物処理や委託契約やマニフェスト運用等の産業廃
棄物の適正管理についての知識をいま一度再確認するとともに、関係法令や適正処理を進める上
での実務上の重要なポイントを学ぶことのできる研修会を実施しております。
　研修会当日は、子安講師から産業廃棄物の概要・委託契約・マニフェスト等の基礎知識の再確
認及び、建設産廃の適正処理のポイントについて解説いただきました。
　ご参加いただいた建設産廃を取り扱う排出事業者・処理業者の方々は熱心に講義を聞き、意欲
的に取り組んでいました。

【プログラム】
開催日時 　令和３年12月16日（金）13：30 ～ 16：30
開催会場 　（公財）福岡県中小企業振興センター　３階「301会議室」
参加者数 　54名（申込者数：66名）
講　　師 　一般社団法人環境リスク解決機構　理事兼事務局長　子安　伸幸　氏
アンケート結果から（抜粋）

◦限られた時間の中で要点をわかりやすくご説明してくださったため理解しやすかった。
◦実際の建設産業廃棄物処理に沿った内容で、講師の話し方が聞きやすく分かりやすかった。
◦法律等の細かい部分まで、責任の所在や法改正のまとめが分かりやすかった。
◦基本的な部分は理解していたつもりが、初めて知ったことも多かったため。
◦改めて産業廃棄物処分の重要性（契約書・マニフェスト伝票）を再確認できた。
◦建築物石綿含有調査者の話が聞けて良かった。
◦アスベストの法改正や調査、届出の詳しい説明についても講義があったので良かった。
◦廃掃法に対するリスクについて、具体的内容で理解しやすかった。

「産業廃棄物マネジメント研修会」を開催しました

研修会の様子

建設産廃を捨てる人も、処理する人も
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　当協会の法制度対策委員会では、平成23年４月１日からスタートした「優良産廃処理業者認定

制度」の認定取得を目指す企業を支援しております。今年度も制度のさらなる普及促進を図るこ

とを目的に、以下の内容にて説明会を実施しました。

　当日は、環境省作成の『優良産廃処理業者認定制度運用マニュアル』の内容に沿って、認定制

度全体の構造を概観したあと、具体的な情報公開項目などの認定基準について詳細に解説いただ

きました。

　また、講義の最後には、国等が発注する産業廃棄物処理契約に適用される環境配慮契約法の

中で、認定制度の基準が入札基準に用いられるようになったことについての説明も行われました。

【プログラム】
開催日時 　令和４年１月28日（金）14：00 ～ 16：40
開催会場 　（公財）福岡県中小企業振興センター　４階「403会議室」
参加者数 　８名（申込者数：９名）

アンケート結果から（抜粋）

◦テキスト内容を事例に基づき、細かく解説いただいたのが、とても参考になった。

◦ポイントとして、説明があったのが良かった。

◦申請にあたっては、認証制度による認証が必要であるということがわかった。

説明会の模様

「第16回 優良産廃処理業者認定制度説明会」
を開催しました
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　労働災害発生件数は、減少傾向にある中、産業廃棄物処理業における労働災害発生件数は年々

増加しており、事業者においては、安全衛生管理体制を整備し、労働災害を防止することが求

められています。

　本研修会では、安全衛生の取り組みの重要性については理解しているものの、「何から始めて

よいかわからない・・・」「今の取組で十分かどうか不安・・・」など、自社の安全衛生管理体制の

整備について考えるきっかけとなることを目的とし、下記の内容にて研修会を実施しました。

　今年度は、中央労働災害防止協会から「現場で活かす KYT 研修会」のテーマをもとに KYT の

基礎や活動の進め方について説明し、危険要因の捉え方、自己チェックを学んだあと、受講者

の方々は、演習に熱心に取り組んでいました。

【プログラム】
開催日時 　令和４年３月４日（金）13：30 ～ 16：30
開催会場 　（公財）福岡県中小企業振興センター　３階「301会議室」
参加者数 　16名（申込者数：20名）
講　　師 　中央労働災害防止協会 九州安全衛生センター　安全・衛生管理士　石橋　一由　氏

アンケート結果から（抜粋）

◦ビデオの内容のすぐ後に実技があり、頭に残った状態で実施することができたのはよかった。

◦大変わかりやすく持ち帰って社内教育しやすいと感じた。

◦ＫＹに対して慣れがあったので、初心に帰ることができたのでよかった。

◦ＫＹを考えながら仕事をしようと思った。

◦４ラウンド法のやり方は始めて聞いたので、難しかった。

研修会の様子

「労働安全衛生スキルアップ研修会」
を開催しました
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　２０２１年１２月１日 ２０２２年４月３０日

令和

３
年度 安全衛生教育促進運動 労働衛生教育促進運動って？

労働災害防止のために不可欠な安全衛生教育、と
りわけ労働安全衛生法に基づく教育等を促進する
ため、平成 25年度から、中央労働災害防止協会が

提唱し展開している運動で、厚生労働省の後援や都道
府県労働基準協会、全国的な安全衛生関係団体の協賛を受けながら、展開されています。
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　２０２１年１２月１日 ２０２２年４月３０日
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３
年度 安全衛生教育促進運動 労働衛生教育促進運動って？

労働災害防止のために不可欠な安全衛生教育、と
りわけ労働安全衛生法に基づく教育等を促進する
ため、平成 25年度から、中央労働災害防止協会が

提唱し展開している運動で、厚生労働省の後援や都道
府県労働基準協会、全国的な安全衛生関係団体の協賛を受けながら、展開されています。
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ちょっと気になる環境ワード
アドブルー（高品位尿素水）

　環境意識の高まり、排出ガス規制への対応で「尿素ＳＣＲシステム」が採用されたクリーン
ディーゼル車が登場しました。そこに使用されているのが、アドブルー（高品位尿素水）です。

「尿素ＳＣＲシステム」が採用されたクリーンディーゼル車では、尿素水を還元剤として窒素
酸化物という有害な物質を無害な窒素と水に分解し、排出されます。昔よく見ていたあの黒
い煙は出ません。
　トラック等の車両だけではなく、船舶用にも「尿素ＳＣＲシステム」が採用され、各方面で
環境に優しい技術の開発が進み、CO2排出量削減がますます期待されています。

　そんな中、2021年秋頃から、アドブルーの原料となる尿素が不足し、品薄状態が続きま
した。ネット通販サイトなどで高額転売されるケースも見受けられるようになり、経済産業
省は12月中旬、尿素の国内生産事業者に対し、最大限の増産を要請しています。経済産業
省の見通しでは、１月中には国内供給量が平時に需要量を上回るとしていますが、事業者か
らは多くの不安の声が上がり、話題となりました。（2022年１月31日現在）
　尿素水不足の原因は、輸出国である中国が自国で使用する在庫を確保するために10月中
旬から海外輸出を原則停止したこと、また、日本国内の尿素水を生産する大手企業のプラン
トが11月末に定期点検のため操業停止したことが原因と言われています。
　品薄状態が早期に解決され、環境意識の高まりや浸透が阻害されないことを願います。

環境用語解説コーナー

• 尿素水を還元剤として 排出ガス中のNOxを無害なN2（窒素）とH2O（水）に

【【尿尿素素SCRシシスステテムムのの概概要要】】

参考資料

• 尿素水を還元剤として、排出ガス中のNOxを無害なN2（窒素）とH2O（水）に
分解する選択式還元触媒（Selective Catalytic Reduction）システム。

• 平成１７年規制適合車に初めて採用された。

平成１７年規制適合車搭載尿素SCRシステム図

尿尿素素水水添添加加ﾉﾉｽｽﾞ゙ﾙﾙ

前前段段酸酸化化触触媒媒

後後段段酸酸化化触触媒媒

SSCCRR触触媒媒

前前 酸酸 触触媒媒

尿素SCRシステムの排出ガス処理イメージ

排排出出ガガスス

後段酸化触媒SCR触媒前段酸化触媒

尿素水添加

出典　国土交通省 HP
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https://k-sengen.pref.fukuoka.lg.jp

34
2022.3 No.30



https://k-sengen.pref.fukuoka.lg.jp
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理事会開催報告

令和３年11月11日（木） 令和４年１月13日（木）

博多サンヒルズホテル
２階　瑞雲の間

理事25名、監事１名

博多サンヒルズホテル
２階　星雲の間

理事23名

１．事業活動状況について
２． 支部会員からの意見及び要望に

ついて
３．審議事項について
４．新規入会の承認について
５．報告事項について
６．その他

１．事業活動状況について
２． 支部会員からの意見及び要望に

ついて
３．審議事項について
４．新規入会の承認について
５．報告事項について
６．その他

第73回理事会 第74回理事会

日　時 日　時

場　所

出席者

場　所

出席者

議　題 議　題

44
2022.3 No.30

Sustaina Style

協会ニュース



支部活動報告

９月14日：クリーンクラブコンペ
　　　　　 （夜須高原カントリークラブ）
・参加者15名

10月14日：第３回支部理事会（八仙閣）
・クリーンクラブコンペについて
・ 環境フェスティバル2021オンライン開催について
・県理事会・部会報告

11月18日：第４回支部理事会（八仙閣）
・クリーンクラブコンペについて
・環境フェスティバル2021オンライン開催について
・県理事会・部会報告

11月25日
・福岡県不法投棄防止啓発パトロール
　宇美町

12月１日
・福岡市不法投棄防止啓発街頭キャンペーン
　マスク配布

12月21日：第５回支部理事会（八仙閣）
・環境フェスティバル2021オンライン開催について
・賀詞交歓会について
・県理事会・部会報告

９月８日：ＷＥＢ講演会
「電子契約とは？～仕組みやサービスの選び方
～及び 廃棄物業界ＩＴソリューション最新動向」
講師：株式会社ＪＥＭＳ
組織戦略室　室長 粟井　洋和　氏
参加者：13社　22アカウント

10月７日：支部理事会（ホテルマリターレ創世）
・支部長挨拶

福 岡 支 部

筑 後 支 部

・県理事会・地区会報告、ｗｅｂ講座について報告
・災害廃棄物報告
・4支部ゴルフコンペについて
・行政との意見交換会及び施設見学会について
・資格取得事業について
・次期支部理事、次期県理事候補者について
・その他

10月23日、24日、30日、31日
・支部資格取得事業
　フォークリフト講習
　場　所：PEO 建機教習センター大牟田
　参加者：５社　５名

11月20日、12月５日
・支部資格取得事業
　車両系建設機械講習
　場　所：PEO 建機教習センター大牟田
　参加者：５社　10名

11月27日：ボウリング大会（ユウズボウル）
・参加者：９社　32名

12月３日：支部理事会（かにしげ）
・支部長挨拶
・県理事会報告
・ゴルフコンペについて（報告）
・資格取得事業について（報告）
・ボウリング大会について（報告）
・地区会報告
・次期支部理事候補者について
・表彰等対象者候補について
・中間収支報告
・支部研修旅行について
・行政との意見交換会について
・来年度総会時の講演会について（内容・講師・予算）
・ 来年度の資格取得事業について（予算稟議・開催

時期・講習内容）
・その他
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９月17日：支部理事会
※台風のため中止

９月22日：筑豊支部青年部清掃活動
・遠賀川河川敷　飯塚市幸袋付近

10月15日：筑豊支部青年部定例会
　　　　　　（桂川商工会会議室）
・部員拡大について
・清掃活動（11月13日）について
・クリーンキャンペーンについて

11月13日：筑豊支部青年部清掃活動
・遠賀川河川敷　飯塚市吉原町付近
※県青年部活動九州一斉清掃と合同

11月25日
・福岡県不法投棄防止啓発パトロール
　嘉麻市

11月29日
・筑豊支部会員へＳＤＧｓバッジの送付（各企業２個）

12月11日：支部理事会（飯塚研究開発センター）
・本年度事業活動について
・来年度事業活動について
・クリーンキャンペーンについて

10月５日
北九州ゆめみらいワーク2021（北九州市役所）
・ 北九州ゆめみらいワーク2021出展内容に関する

関係者打ち合わせ

10月12日：支部理事会（ｗｅｂ会議）
・県協会関連事項について
・支部事業について
・その他

筑 豊 支 部

北九州支部

10月13日：北九州市環境局との意見交換
　　　　　　（北九州市役所）
・次年度事業について意見交換

11月５日：電子マニフェスト利用に関するアンケート
・ 電子マニフェスト普及促進のためのアンケート調

査票を支部会員へ送付

11月８日
・障がい者雇用施設視察
　株式会社障がい者つくし更生会

11月８日 
・北九州ゆめみらいワーク2021に向けて支部会員
　求人状況に関するアンケートの実施

11月26日：安全衛生研修会
　　　　　　（ホテルクラウンパレス北九州）
・産業廃棄物取扱いに関する安全衛生について
・参加者：65名（会員47名、非会員18名）

12月２日～３日：北九州ゆめみらいワーク2021
　　　　　　　　 （西日本総合展示場）
北九州市環境局と合同でブース出展し、中学生、高校
生等を中心に産業廃棄物処理業について紹介した
・来場者数　概ね7,700人
・産廃処理業ブース訪問者数　約1,400人

12月14日：支部理事会（ステーションホテル小倉）
・県協会関連事項について
・支部事業について
・その他

12月14日：北九州市環境局との意見交換
　　　　　　（ステーションホテル小倉）
・次年度事業について意見交換

12月24日
・理事会審議事項の提案について会員へ意見を募った

支部活動報告
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部会・委員会活動報告 2021.９  〜  2022.１

▶総務部会　　　　　　　　　　　　

12月１日：総務部会（協会事務局）
・令和４年度事業計画（案）について
・令和４年度予算（案）について
・ 基本部会の検討分野の見直し及び規程の一部変更

について
・理事旅行について
・その他

▶適正処理啓発部会　　　　　　　　

９ 月29日：10月～12月に協会で実施する「適正
処理・啓発強化月間」について、適正処理啓発部会
で作成した不法投棄防止啓発ステッカーを会員へ送
付した

11月26日：不法投棄防止啓発パトロール出発式
　　　　　  （県庁玄関前）
・ 出発式終了後各地域で不法投棄防止パトロールを

実施した
・参加者：41名（協会19名、福岡県22名）

11月29日： 福岡市との不法投棄防止街頭啓発キャ
ンペーン（西鉄福岡駅前）

・参加者：14名（協会８名、福岡市６名）

▶リスク対策部会　　　　　　　　　

10月１日： リスク評価結果等に基づく労働者の健
康障害防止対策の徹底について会員へ
周知した

10月11日： 令和３年８月末時点での福岡県内の労働
災害発生状況について会員へ周知した

11月８日： 令和３年９月末時点での福岡県内の労働
災害発生状況について会員へ周知した

11月18日： リスク対策部会（協会事務局）
・令和３年度事業について
・その他

11月30日： リチウムイオン電池発火防止対策研修
会の開催

　　　　　　（P11参照）

12月13日： 令和４年度労働安全衛生標語の募集に
ついて会員へ周知した

12月22日： 道路交通法施行規則の一部が改正され、
安全運転管理者の業務が拡充されたこ
とについて会員へ周知した

１ 月 ５ 日： 令和３年11月末時点での福岡県内の労
働災害発生状況について会員へ周知した

▶医療部会　　　　　　　　　　　　

９月29日：九州地域協議会医療部会（Web 会議）
・ 第66回九州地域協議会医療部会議事概要及び収

支について
・第77回九州地域協議会議事概要について
・ 令和３年度第１回医療廃棄物部会運営委員会につ

いて
・各県からの提案議題について
・各県の活動状況と情報交換について

▶建設廃棄物部会　　　　　　　　　

９月28日：九州地域協議会建設廃棄物部会
　　　　　  （Web 会議）
・各県からの提出議題について
・報告事項について
・ 建設産業専門団体九州地区連合会からの情報提供

及び意見交換
・その他

49
2022.3 No.30

協会ニュース



部会・委員会活動報告 2021.９  〜  2022.１

11月５日：建設廃棄物部会役員会（協会事務局）
・ 第35回九州地域協議会建設廃棄物部会の報告に

ついて
・令和４年度事業計画について
・その他

12月15日： 九州地方整備局と建専連会員団体地方
支部長等との意見交換会

　　　　　　（TKPガーデンシティ博多新幹線口）
・意見交換
・九州地方整備局からの情報提供等
・ （一社）建設産業専門団体連合会  令和3年度事業

活動方針について

▶青年部会　　　　　　　　　　　　

９月14日：第228回幹事会（Web 会議）
・レベルアップ研修会について
・2021年度九州ブロック九州一斉清掃について
・レベルアップ研修会について
・令和３年度環境教育事業について
・その他

10月18日： 青年部協議会九州ブロック第113回
役員会（佐賀県協会）

・全産連青年部協議会幹事会について
・ 九州ブロックＤＸ推進委員会の委員選出及び今後

の活動方針について
・安全衛生規程普及について
・次期役員改選について
・ 全産連青年部協議会九州ブロック第13回交流会

について
・各県近況報告
・その他

10月26日：第229回幹事会（Web 会議）
・レベルアップ研修会について
・全産連青年部協議会九州ブロック報告について

・2021年度九州ブロック九州一斉清掃について
・レベルアップ研修会について
・賀詞交歓会について
・その他

11月10日：青年部ゴルフコンペ開催
　　　　　　（茜ゴルフクラブ）
・参加者：16名

11月13日： 九州一斉清掃青年部会ボランティア清
掃活動

・飯塚市遠賀川河川敷
・参加者：34名

11月26日：第230回幹事会（Web 会議）
・レベルアップ研修会について
・全産連青年部協議会九州ブロック報告について
・九州ブロック九州一斉清掃について
・青年部ゴルフコンペについて
・レベルアップ研修会について
・賀詞交歓会について
・その他

12月２日：第114回九州ブロック役員会
　　　　　  （大分県トラック協会会議室）
・全産連青年部協議会幹事会について
・九州ブロック令和３年度臨時総会について
・九州ブロックＤＸ推進委員会について
・安全衛生規程普及について
・次期役員改選について
・九州ブロック第21回通常総会について
・九州ブロック第13回交流会について
・その他
・各県近況報告

12月２日： 青年部九州ブロック役員退任に伴う慰
労会

　 2018年～ 2020年九州ブロック役員等を歴任さ
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部会・委員会活動報告 2021.９  〜  2022.１

れた３名の退任に伴う慰労会を実施した
　場所：大分臼杵ふぐの家

１ 月13日： 第11回 Web カンファレンス青年部全
国部会長会議（Web 会議）

・幹事会
・全国部会長会議

▶収集運搬部会　　　　　　　　　　

９月13日：九州地域協議会収集運搬部会
　　　　　 （Web 会議）
・ 第48回九州地域協議会収集運搬部会議事概要に

ついて
・九州地域協議会の報告について
・各県からの提案議題について
・各県の活動状況と情報交換について
・その他

▶最終処分部会　　　　　　　　　　

９月16日：九州地域協議会最終処分部会
　　　　　  （Web 会議）
・ 令和２年度第２回九州地域協議会最終処分部会議

事概要及び収支について
・第77回九州地域協議会議事概要について
・ 全産連令和３年度第１回処分場早期安定化分科会

議事概要について
・ 全産連令和３年度第１回最終処分部会運営委員会

議事概要について
・提案議題への回答について
・各県の活動状況と情報交換について
・その他
　 緊急事態宣言の出ている県内からの産廃受入れの

事前協議について

▶会報編集委員会　　　　　　　　　

11月19日
・サスティナスタイル No.29を発送した

１月 12 日：会報編集委員会（協会事務局）
・サスティナスタイル No.30の企画内容の検討

▶災害対策委員会　　　　　　　　　

12月１日： 那珂川市と災害廃棄物の処理等に関す
る協定書を締結した

 ３月１日： 赤村との災害廃棄物の処理等に関する
協定書を締結した

・ 協定締結済市町村： 20市、13町、１村、計34市
町村
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会員のご紹介新

▶収集運搬（積替え、保管を含まない）
　廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、
　燃えがら、汚泥、廃油、紙くず、木くず、
　繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、がれき類

▶特別管理　収集運搬（積替え、保管を含まない）
　廃石綿等

株式会社　ＩＫＪ
代表取締役　奥村　輝一

福　岡
支　部

正会員

連絡先
〒814-0155
福岡市城南区東油山１-７-20
TEL 092-866-8100　FAX 092-866-4796

▶収集運搬（積替え、保管を含まない）
　廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、
　燃えがら、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、
　紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、がれき類

▶特別管理　収集運搬（積替え、保管を含まない）
　廃油、廃酸、廃アルカリ、感染性産業廃棄物、
　汚泥

有限会社　藤尾
代表取締役　松葉　友輝

福　岡
支　部

正会員

連絡先
〒811-5132
長崎県壱岐市郷ノ浦町東触1602
TEL 0920-47-2463　FAX 0920-47-5770

▶収集運搬（積替え、保管を含まない）
　金属くず

九州容器　株式会社
代表取締役　吉永　卓司

北九州
支　部

正会員

連絡先
〒804-0084
北九州市戸畑区幸町２-１
TEL 093-873-0070　FAX 093-873-0060
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▶収集運搬（積替え、保管を含まない）
　廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、
　燃えがら、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、
　紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、
　ゴムくず、鉱さい、がれき類、ばいじん
　（積替え、保管を含む）
　 廃プラスチック類、動植物性残さ、
　ガラスくず、がれき類

▶特別管理　収集運搬（積替え、保管を含まない）
　廃油、廃酸、廃アルカリ、鉱さい、廃石綿等、
　燃えがら、汚泥

▶処分業（中間処理）
　破砕　廃プラスチック類、紙くず、木くず、
　　　　繊維くず、ゴムくず、金属くず、
　　　　ガラスくず、がれき類
　圧縮　廃プラスチック類、紙くず、木くず、
　　　　繊維くず、ゴムくず
　選別　廃プラスチック類、紙くず、木くず、
　　　　繊維くず、ゴムくず、金属くず、
　　　　ガラスくず、がれき類

株式会社　スエヒロ
代表取締役　杉原　尚久

北九州
支　部

正会員

連絡先
〒808-0021
北九州市若松区響町１–73
TEL 093-751-4411　FAX 093-751-4412

▶収集・運搬（積替え、保管を含まない）
　廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、
　燃えがら、汚泥、紙くず、木くず、繊維くず、
　ゴムくず、がれき類

日東緑化
代表　伊藤　良二

北九州
支　部

正会員

連絡先
〒808-0145
北九州市若松区高須南５-３-64
TEL 093-741-6600　FAX 093-741-6603
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会員数

福岡支部 筑後支部 筑豊支部 北九州支部

129 99 51 162

正会員 賛助会員 総会員

441 30 471

令和４年２月28日現在

名簿の変更
TEL 09496-2-5611 ⇒ 0948-92-5611
FAX 09496-2-7351 ⇒ 0948-92-7351

46P, 138P

株式会社筑豊商会

代表者の変更

※ページは『令和３年７月31日現在の会員名簿』の該当ページ

代表取締役　甲斐　小夜子  ⇒  代表取締役　鷹取　亮太

20P

有限会社志免サニタリーセンター

代表取締役社長　白井　修  ⇒  代表取締役社長　白井　文平

26P, 130P

株式会社タイヤチップセンター

代表取締役　坂井　正道  ⇒  代表取締役　坂井　綾

82P

サカイ工業株式会社
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（協会年間目標数 0名） 

 

  

  

 

 

 
 

  

  

  

  

 

 

死亡者数 

 

0 名 

休業 4日以上の 

名 ８ ４

福岡県内の産業廃棄物処理業における 

（２02１年１月～１２月） 

福岡県産業資源循環協会 リスク対策部会 

令和４年２月１日 

労働災害発生状況 

 

 

公益社団法人 

 

出所： 厚生労働省 職場のあんぜんサイト：「労働災害統計」→「労働災害発生速報」 

「死亡災害報告による死亡発生状況」,「労働者死傷病報告による死傷災害発生状況」 

（（前前年年比比--１１６６名名））  

収集運搬部門 

「「  ゆゆととりり  」」  とと  「「  ママナナーー  」」  とと  「「  ゆゆずずりり  」」  合合いい  

  備備 ええ てて 未未 然然 にに 防防 ぐぐ 事事 故故  
  

処分部門 

慣慣れれ過過ぎぎたた  心心にに潜潜むむ  そそのの危危険険  一一歩歩先先をを読読むむ  危危険険予予知知  

令令和和３３年年度度  （（公公社社））福福岡岡県県産産業業資資源源循循環環協協会会  労労働働安安全全衛衛生生標標語語 

 

死傷者数 

（協会年間目標数 55名以内） 
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I n f o r m a t i o n
インフォメーション

　福岡県北九州市八幡東区の河内貯水池のそばにある「河内藤園」。
　４月下旬から５月初旬を見ごろに22種類の藤の花が咲き乱れ、毎年多くの見物客
で賑わいます。藤は、マメ科のつる性落葉低木で、蝶のような形の小花を房状に垂れ
下げ、幹の方から先端に向かって咲き進めます。
　藤には、つるがしっかりと巻き付いて育つ様子から「決して離れない」の花言葉と
垂れ下がる花穂が、頭を下げて客人を迎え入れる振袖姿の女性に見えることに由来し
「歓迎」という２つの花言葉があります。
　春の花といえば「桜」がメジャーですが、ゴールデンウィークにかけて満開となる
藤の紫色は、圧巻です。藤も桜同様、風に吹かれて花が舞い散る様子もとても美しく、
舞い散った花びらで出来た紫色の絨毯も、見る者の目を奪います。

　「河内藤園」のはじまりの木は、河内貯水池建設の際、湖底に沈むこととなった河
内村から移植したものだったそうです。現在では、樹齢120年を超える大藤へと成長
し、訪れる人々を楽しませています。

河内藤園：福岡県北九州市八幡東区河内２-２-48
開園時期：�４月下旬～５月初旬
　　　　　（その年の天候により見ごろが異なりますので、HP等でご確認ください）

河内藤園の藤トンネル
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「「産産業業廃廃棄棄物物又又はは特特別別管管理理産産業業廃廃棄棄物物処処理理業業のの許許可可申申請請にに関関すするる講講習習会会」」  
「「特特別別管管理理産産業業廃廃棄棄物物管管理理責責任任者者にに関関すするる講講習習会会」」  

オオンンラライインン講講義義をを活活用用ししたた講講習習会会ののごご案案内内  
 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、202２年度についても、202１年度と同様に 
オンライン講義を活用した２段階形式の講習会を実施することとなりました。 
202２年度の開催日程公表及びお申込開始日につきましては、下記をご確認くださいま 

すようお願いいたします。 

 

記 

 

オンライン講義を活用した講習会 概要 
講 義 … パソコン、スマートフォン及びタブレット端末でのインターネットを活用し、 

オンラインで受講する 
試 験 … 会場に来場して受験する 

申込開始 
令和４年４月１日（金） ９：００～ 
 
締め切り 
・定員に達し次第、締め切りますので、予めご了承ください。 
・テキスト送付・講義動画視聴の観点から試験日の１６～１９日前を申込締切と 
しております。課程によって締め切りが異なりますので、各自ご確認ください。 

申込方法 

（公財）日本産業廃棄物処理振興センター ホームページから申込（書書面面申申込込はは不不可可） 

※２０２２年度の申込より、スマートフォン及びタブレット端末からも受講申込が可能となります。 

試験日程 
次ページをご参照ください 

 

受験までの流れ 

 

● 当日は、「受講票」「受講確認書」「修了試験について」「筆記用具」をご持参ください 
※「受講票」はマイページからダウンロードいただけます 
※「受講確認書」「修了試験について」は、テキストと併せてお届けします 

● 受験に当たっては、マスクの着用が必要です 
● その他、受験に当たっての留意事項等をテキストと併せてお届けしますので、受験前に必ず 

お読みください 

会 場 で
受 験 

●  入金後１４日以内に（公財）日本産業廃棄物処理振興センターからテキストが発送されます 
●  テキストが届いたら、マイページにログインし、講義動画を視聴します 
   ※講義動画は２４時間いつでも何回でも繰り返し、視聴することができます 

※講義動画はご都合に合わせて分割して視聴することができます 
※講義動画は試験日まで視聴することができます 

講 義 

●（公財）日本産業廃棄物処理振興センターＨＰから申込 
※受講者の顔写真データのアップロードが必須ですので、事前にご準備ください 
※Ｗｅｂ申込のみ（書面申込は不可） 
※受講料のお支払いについては、仮申込後メールで案内が届きます 

申し込み 

● 合格者には、試験日から約３週間後に「修了証」を送付します 
● 不合格者には、試験日から約３週間後に「再試験のご案内」を送付します 
● 合否の結果は、試験後約１０日程度でマイページからご確認いただけます 
● 修了書は、通常の講習会を受講したときのものと同様です 

試験結果
送 付 
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課程 日程 開始時間 受講料 定員 会場
令和４年６月１６日（木） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年６月１７日（金） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年７月２１日（木） 9:50 75名 パークサイドビル
令和４年８月２６日（金） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年９月２８日（水） 9:50 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター

令和４年１０月２０日（木） 9:50 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和５年１月１９日（木） 9:50 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター

令和５年３月３日（金） 9:50 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年６月１６日（木） 9:50 50名 （公財）福岡県中小企業振興センター

令和４年１０月２１日（金） 9:50 50名 （公財）福岡県中小企業振興センター
新規 特管収集運搬課程 令和５年１月１９日（木） 13:30 37,400円 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター

新規 特管処分課程 令和４年８月２５日（木） 13:30
56,100円/
83,600円

50名 （公財）福岡県中小企業振興センター

令和４年５月２６日（木） 9:50 75名 パークサイドビル
令和４年５月２６日（木） 13:30 75名 パークサイドビル
令和４年５月２７日（金） 9:50 75名 パークサイドビル
令和４年６月１７日（金） 9:50 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年７月２２日（金） 9:50 75名 パークサイドビル
令和４年８月２５日（木） 9:50 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年９月２９日（木） 9:50 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター

令和４年１０月２０日（木） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年１０月２１日（金） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター

令和５年１月２０日（金） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和５年３月２日（木） 9:50 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター

令和４年８月２６日（金） 9:50 50名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年１１月１７日（木） 9:50 50名 （公財）福岡県中小企業振興センター

令和５年１月２０日（金） 9:50 50名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年５月２７日（金） 13:30 75名 パークサイドビル
令和４年７月２１日（木） 13:30 75名 パークサイドビル
令和４年７月２２日（金） 13:30 75名 パークサイドビル
令和４年９月２８日（水） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和４年９月２９日（木） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター

令和４年１１月１７日（木） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和５年３月２日（木） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター
令和５年３月３日（金） 13:30 75名 （公財）福岡県中小企業振興センター

※申込受付は、令和４年４月１日（金）９：００から開始予定です
※申込方法は、（公財）日本産業廃棄物処理振興センターＨＰからＷＥＢ申込となります
※新型コロナウイルス感染拡大状況により、中止または延期になる可能性がありますので、予めご了承ください

13,200円

新規 収集運搬課程

新規 処分課程

更新 収集運搬課程

更新 処分課程

特管責任者

２０２２年度許可講習会等開催日程一覧

25,300円

39,600円/
57,200円

16,500円

20,900円/
33,000円

●（公財）福岡県中小企業振興センター
２Ｆ「多目的ホール」

（福岡市博多区吉塚本町９－１５）

●パークサイドビル
９Ｆ「大会議室」

（北九州市小倉北区堺町１－６－１３）
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福岡県と締結した災害廃棄物の処理に関する協定が
経営事項審査の加点対象となることについて

　公益社団法人福岡県産業資源循環協会では、大規模災害時の廃棄物処理について平成15年
３月27日、福岡県と「地震等大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」を締
結し、以来、当協定が福岡県による経営事項審査の加点対象として評価されております。
　ただし、他の団体で災害防止協定等同様の加点を受けている方は、二重に加点を受けること
はできませんのでご注意下さい。
　協会員の皆様におかれましては、本制度を活用され、会員としてのメリットを享受されます
ようご案内いたします。

協会への交付依頼手続きの流れ

１．交付依頼申請書類の入手
　まず、以下の２点の交付依頼に関する申請書類を入手していただく必要があります。
　　①経営事項審査に必要な書類の交付について（依頼）
　　②協定書に基づいて災害応急活動等に従事するものであることの証明書
　申請書類の入手方法には、以下の２つの方法があります。
　　ア．�協会ホームページ「会員の皆さま」�⇒「経審等の証明書申請」�からダウンロード
　　イ．協会事務局まで電話（０９２－６５１－０１７１）で請求する。

２．交付依頼申請書類への記入・押印
　　①「経営事項審査に必要な書類の交付について（依頼）」への記入方法
　　　「日付」・「所在地」・「商号又は名称」・「代表者名」欄の４箇所にご記入下さい。
　　　併せて「代表者名」欄に押印（代表者印）をお願いします。
　　②「協定書に基づいて災害応急活動等に従事するものであることの証明書」への記入方法
　　　�「所在地」・「商号又は名称」・「代表者名」・「許可番号（建設業に関する許可番号）」欄の４

箇所にご記入下さい。
　以上の２点の書類への記入・押印が完了後、協会事務局まで郵送にてご送付下さい。

３．協会事務局にて関係書類の作成
　協会事務局へ上記２点の書類が到着後、以下の関係書類４点を作成の上、お送りします。
　　①協定書に基づいて災害応急活動等に従事するものであることの証明書（会長名押印）
　　②福岡県との災害協定書の写し
　　③協会員であることの証明書
　　④協会役員連絡網及び協会支部会員名簿

４． ３で作成した４点の関係書類を、経営事項審査時に必要書類に添付して提出
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メールアドレスの登録をお願いします！！

協会事務局からのお願い

　当協会では、会員支援の一環として、法改正や研修会各種のご案内等、鮮度の高い情報提供を

行っております。

　情報提供の方法として、FAX もしくは電子メールでの配信を並行して実施しているところです

が、当協会では、環境保護の観点から、電子メールでの配信を推進しております。

　つきましては、メールアドレスの登録がまだお済でない会員様は、下記アドレスまでメールを

ご送付いただきますようお願いいたします。

電子メールのメリット

◦コピー用紙の節減

◦ご案内文内に URL の記載がある場合、クリックでき、速やかに情報の入手が可能！

◦一社で複数のメールアドレスの登録が可能なので、情報共有が簡単！

登録方法のご案内

◦タイトルに 「メールアドレス登録」 と入力

◦本文に 「会社名」  「担当者名」  「電話番号」 を入力して送信

以下のメールアドレスにお送りください。

送信先： i n f o @ f - s a n p a i . o r . j p
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編集委員と事務局員の ひとり言 コーナー

藪本晶子：絶滅危惧動作図鑑，祥伝社，（2021）

先日、福岡市図書館で借りた本で興味深い本との出会いがありましたので、紹介させて
頂きます。

まえ書きに、『「絶滅」しそうな「動作」を集めた本です。』と書かれているとおり、最近見
られなくなった動作について、イラストつきで面白く解説されています。

また、本の後半には、今後に無くなるかもしれない動作なども紹介されています。昭和、
平成、令和の時代の流れを感じながら、クスクスと笑いながら、あっという間に本を読
み終えました。

インターネット検索で「絶滅危惧動作図鑑」と入力して頂けるとこの本に関する記事等が
出てきますので、ご興味を持たれた方はぜひ探してみてください。

読書のススメ

事務局長
　岡　重男

編集委員
　渡邉　充陽

皆さんこんにちは、編集委員の渡邉です。

前回は、長崎県五島列島での磯釣りの話をしました
が、今回はもう一つハマまってる船釣りの話です。

船釣りのイメージって、先輩方は松方弘樹さんや梅
宮辰夫さんの様な黒マグロやカジキマグロのような
釣りを思い浮かべる方もいると思いますが！！ あん
なに大きな魚ではなく、色々な魚が釣れます。

福岡近海の船釣りの代表魚っていえば真鯛、平政、
鰤、イカ、アコウ、ハタ等かな？（笑）

平政や鰤って一昔いやいや二昔前だと餌を付けての
餌釣りが主流でしたが、近年ではジギングと言い
日本語では疑似餌での釣りが流行ってます。このジ
ギングですが、ジグって言う鉛の塊！

重さはだいたい120g ～ 250gくらい、これを約100
メートルの海底まで落としてアクションをつけなが
ら巻いてくる、巻いてはまた海底まで落としての繰り返しで６時間～８時間行います。

200gなんて軽いって思いますが、これを永遠に繰り返すと
腕がパンパンになり船の揺れで足もパンパンになります。そ
して魚がかかると更に腕と足は極限にキツイのですが、心は
物凄く満たされるという現象に！

そして、疲労感いっぱいの体に釣った魚の料理とお酒で胃が
満たされ疲労回復！

これが私のデトックス＋筋トレ＋体幹トレーニングになっ
て、まさしく一石三鳥な船釣りの話（笑）

私のデトックスと筋トレと体幹トレーニング
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編 集 後 記
　『Sustaina Style No.30』 をお読みいただき、ありがとうございます。
　2021年度も残すところわずかとなり、春の兆しを感じることも多くなってきました。春の兆しと言
えば、「お花見」でしたが、今年の「お花見」も期待できずに過ごしている方も多いのではないでしょう
か。季節の感じ方もコロナ禍の前と後では、全く異なるものになりましたね。コロナ禍前は、「お花見」
のように自分の目で見て、それを周囲の人と共有しながら感じていましたが、現在は、その場で一緒
に共有するのは難しく、ＳＮＳにアップしたり、アップされているものを見たりすることで、共有する
ことが多くなったような気がしています。
　コロナ禍で季節の感じ方が変わっても、年度末・新年度は、新入社員の入社・部署異動など、出会
いと別れの季節であり、心機一転するタイミングであることに変わりありません。慌ただしい時期と
なりますが、フレッシュな気持ちで新年度にのぞみましょう！
　さて、今回の『Sustaina Style』では、心機一転のタイミングにぴったりなものを多く掲載しております。
安全衛生教育のためのツール紹介、2022年度の研修開催計画等、社内教育に活用できるものもあります
ので、是非、ご覧ください。また、会員の皆さまには、すでにお知らせしておりますが、「石綿の事前調
査結果の報告義務化」「運転前後のアルコールチェック義務化」を掲載しております。併せてご覧ください。
　当協会では、『Sustaina Style』の発刊にあたり、「会報編集委員会」を開催しており、毎回、皆様のお
手元に届く時期を想像しながら、どんな記事を載せたらためになるか、興味を持って見てもらえるか
など、男性ばかり、わりと盛り上がりながら話し合っています。いつか編集委員会の様子も『Sustaina 
Style』で報告できたらと思っていますので、掲載された際には、是非、ご覧ください！
　終わりに近づいてきましたが、年明けから、新型コロナウイルス感染症新規陽性者数が急増しており、
２月末現在も、高い数値で推移しています。産業廃棄物処理業は、社会機能を維持するために不可欠
の存在です。これから年度末、新年度を迎え、大変慌ただしい時期に突入しますので、感染予防対策
はこれまでどおり万全にしていただきますようお願いいたします。

　2021年度も『Sustaina Style』を無事に発刊することができました。一年間を無事に締めくくることが
でき、安心しております。また、取材や原稿の作成にご協力いただきました会員の皆さまには心より感
謝申し上げます。
　2022年度も「ためになる」「楽しい」そして「親しみやすい」会報誌を作れるよう精進してまいります。
次号は７月頃発刊予定です。お楽しみに！

― サスティナスタイルは福岡コロニーで印刷しています ―
社会福祉法人福岡コロニーは障害者の施設です

　わたしたち福岡コロニーは印刷事業・福祉
事業を通じて障害者の「はたらく、くらす、
そして地域へ」を目指しています。
　おかげさまで今年度創立69年目となり、印刷
事業は伝統と信頼のなか多くの“なかま”とデザ
イン・印刷・製本まで一括して作成しています。

社会福祉法人福岡コロニー
福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜１丁目11-１� TEL 092-962-0764
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